
小説フレームアームズ・ガール

第９話「守りたい物があるから」

１．破滅への序曲

　コーネリア共和国軍に惨敗を喫したグランザム帝国軍の残存部隊が、城下町へと帰還する最中。

　これまでグランザム帝国から傘下に入るよう圧力を掛けられ続けてきた、隣国のチャイナ王国が

侵攻部隊を編成。カリンらゼルフィカール部隊が不在の隙を狙い城下町へと侵攻を開始した。

　ルクセリオ公国騎士団が城下町への総攻撃の準備を整えていた矢先の出来事であり、ジークハ

ルトにとっては出鼻を挫かれる形となった。

　チャイナ王国の国王・呂建民（ル・チェンミン）はジークハルトに共闘を持ちかけ、ルクセリオ公国

騎士団に城下町を挟撃させるよう依頼したのだが、ジークハルトは貴国の政治的な思惑に利用さ

れるつもりは無いと、これを固辞。

　これによりチャイナ王国軍単独でグランザム帝国軍に挑む形となった。

　だが果たしてこれは何の因果なのか、運命がジークハルトに味方しているのか。

　ジークハルトの後々のチャイナ王国との政治的な駆け引きをも見越したこの決断が、結果的にル

クセリオ公国騎士団を壊滅の危機から救う形となったのである。

　「少佐、戦況はどうなっていますか！？」

　自国の領地がチャイナ王国に攻め込まれようとしている事で、大急ぎで城下町へと帰還する帝

国の輸送艦・・・その指令室にカリンが慌てて駆け付けてきた。

　別にカリンは帝国の為に戦っているのではないのだが、シュナイダーに借金の肩代わりをして

貰っている以上は、シュナイダーに何かあってはカリンも困るのだ。

　それに城下町にはリアナたちの家族も住んでいる。隊長として彼女たちの家族も守ってやらなけ

ればならないのだ。

　

　「落ち着けラザフォード中尉。今は最大船速で城下町に向かっている。これ以上の速度が出せ

ない以上、我々が今慌てても何もならん。」

　「それにしても、こんな時に仕掛けて来るとは・・・予想はしていたのですが・・・。」

　「貴官らのゼルフィカールも未だ整備の最中だろう。我々も負傷者を多く抱えている。今のこの現

状で我々に出来る事は、城下町に戻るまでに万全の状態を整えておく事だけだ。」

　指令室の大型モニターには、チャイナ王国軍の大部隊がグランザム帝国の城下町へとなだれ込

もうとする様子が映し出されている。

　迎撃するグランザム帝国軍も部隊を展開し、城下町周辺で待機し防衛戦の構えを見せているの

だが、戦力差は一目瞭然・・・どう考えてもグランザム帝国軍が圧倒的に不利な状況だ。

　『あの厄介なフレームアームズ・ガール共が不在の今こそが、奴ら帝国を叩きのめす絶好の好機

よ！！我らチャイナ王国の底力、今こそ奴らに見せつけてやるのだ！！』

　「「「「「「「「「リージェイ（了解）！！」」」」」」」」」

　『総員城下町に突撃せよ！！憎き帝国の豚共に鉄槌を食らわせてやるのだぁっ！！』



　チャイナ王国城の指令室から建民の号令が飛び、チャイナ王国軍が一斉にグランザム帝国の城

下町へと突撃する。

　その様子をカリンが、歯軋りしながら見つめていたのだが。

　

　「何をやっているのシュナイダー、私たちが戻るまでに時間稼ぎ位はしなさいよ！！何を馬鹿正

直に受けて立っているのよ！！この戦力差では兵を無駄死にさせるだけよ！！」

　「チャイナ王国は前皇帝ヴィクター殿が、兼ねてより傘下に入るよう圧力を掛け続けてきた国なの

だが・・・結果的にそのツケが今になって回ってきたという訳か。」

　「て言うか、この状況で正面から応戦とか、何を馬鹿な事をやっているのよ、あの馬鹿は！！」

　「やれやれ、皇帝陛下の事を馬鹿呼ばわりとは・・・血気盛んなお嬢さんだ。」

　呆れた表情で溜め息をつく艦長だったのだが、そんな事をしている間にもチャイナ王国軍が圧

倒的な物量差を活かし、物凄い勢いで城下町に迫ろうとしていた。

　城下町の指令室で何故かニヤニヤしながら、その様子を見つめているシュナイダー。

　「ま、こうなる事が分かっていたからこそ、カリン君たちを敢えてコーネリア共和国に行かせたんで

すけどねぇ。」

　「ニュークリア・ブラスト部隊、展開完了！！我が軍と城下町が攻撃範囲内に巻き込まれない事

を確認しました！！チャイナ王国軍、ニュークリア・ブラストの射程距離に到達！！」

　「よろしい。ニュークリア・ブラスト、一斉掃射！！」

　「了解！！ニュークリア・ブラスト部隊、攻撃を開始して下さい！！」

　オペレーターの女性士官からの命令を受け、いつの間にか左右に展開していたグランザム帝国

軍の伏兵たちが、チャイナ王国軍に挟撃を仕掛けて来た。

　パワードスーツを着た帝国兵たちが、右肩に抱えた大型のミサイルランチャーから放ったミサイ

ル・・・それがチャイナ王国軍に向けて一斉に放たれた。

　カリンらゼルフィカール部隊を含めた、グランザム帝国軍の主力部隊が不在で、戦力差は圧倒

的にチャイナ王国側が有利。

　しかもそのカリンたちがコーネリア共和国軍に敗北したという事実が、もしかしたらチャイナ王国

軍や建民に油断や慢心を抱かせてしまっていたのかもしれない。

　もう少し建民にジークハルトのような思慮深さがあれば、後に歴史に刻まれる事になる今回の大

量虐殺を、何とか未然に防ぐ事が出来たのではないだろうか。

　そして今回の建民の先走った行動がきっかけとなって、この戦乱の世の中がさらに混迷の渦中

へと巻き込まれる事になるのである。

　「馬鹿め、たかがあんなチャチなミサイル如きで・・・っ！？」

　勝ち誇った表情を見せる建民だったが、次の瞬間、放たれたミサイルが激しい閃光を放ちながら

大爆発を起こし・・・その凄まじい光と熱風がチャイナ王国軍に一斉に襲い掛かった。

　そのミサイルの圧倒的な威力によって、着弾点の上空に大きなキノコ雲が形成される。

　しばらくして光が収まると・・・そこには何も無かった。

　チャイナ王国軍の兵士たちも・・・そこに生えていた草木さえも。

　そこにあったのは草木一本すら生えていない・・・ただの焼けただれた荒野だ。

　あまりにも凄まじい威力の爆風によって、全部何もかも焼けて、溶けて、無くなってしまったのだ。

　

　「・・・ば・・・馬鹿な・・・一体何があったというのか・・・！？」



　『あー、呂建民さん？貴方があまりにも反抗的な態度を取るので、取り敢えず侵攻してきたチャイ

ナ王国軍を壊滅させちゃいました。』

　「な・・・な・・・な・・・！？」

　建民の青ざめた表情を、大型モニターに映し出されたシュナイダーがニヤニヤしながら見つめて

いた。

　一体何があったというのか、一体何が起きたというのか。

　ほんの数秒前まで自軍が圧倒的に優勢だったはずだ。それがいつの間にか・・・本当にいつの

間にか、気が付いたら侵攻部隊が全滅していたのだ。

　「グランザム帝国軍、侵攻開始！！真っすぐに我が国へと向かってきています！！」

　オペレーターの女性士官の泣きそうな表情が、早く降伏してくれと建民に訴えかけているかのよ

うだった。

　チャイナ王国の城下町には、予備兵力として待機させていた残存部隊が未だ健在なのだが、あ

の正体不明の凄まじい威力のミサイルの脅威を目の当たりにしてしまったのだ。女性士官が絶望

するのも無理も無いだろう。

　「き、き、き、貴様、一体何をしたのだ！？今のミサイルは一体何だというのだ！？」

　『さて、呂建民さん。こう見えても私は慈悲深いですからねえ。今すぐ降伏し我々の傘下に入ると

いうのであれば、皆さんや国民たちの身の安全は保障しますが？』

　「わ、分かった！！我々は大人しく貴国に降伏する！！だから今のミサイルを城下町に撃つ事

だけは勘弁してくれぇっ！！」

　『賢明な判断ですね。では絶望しちゃってる呂建民さんに早速命令です。これから我々はカリン

君たちが戻り次第ルクセリオ公国へと侵攻を開始するので、皆さんもそれに協力して下さい。』

　

　その様子は世界中の戦場カメラマンによって、全世界へと生中継されていた。

　一瞬で全滅してしまったチャイナ王国軍、上空に形成された巨大なキノコ雲、草木すら残らず荒

野と化してしまった戦場・・・そのあまりの残酷な映像に世界中が大騒ぎになる。

　もしルクセリオ公国騎士団が建民からの依頼を受け、グランザム帝国の城下町へと挟撃を仕掛

けていたら、一体どうなっていたか・・・。

　「シュナイダーめ、遂に堕ちる所まで堕ちたか！！最早奴をこのまま生かしておく訳にはいか

ん！！部隊の編成を急がせろ！！」

　「何を考えているのよ、あの馬鹿は！！あんな大量虐殺兵器を投入するなんて、世界中を敵に

回すだけだって何で気が付かないのよ！？」

　「愚かな・・・野望に走るあまり、この世界その物を滅ぼすつもりなのですか・・・！！」

　ジークハルトが、カリンが、エミリアが・・・巨大なキノコ雲をモニター越しに、とても厳しい表情で見

つめ居ていた。

　そして城の自室のテレビで、その様子を見つめていたシオンとスティレットも、また・・・。

　「シ・・・シオンさん・・・。」

　「・・・間違いない・・・あれは・・・！！」

　泣きそうな表情で自分の身体にしがみつくスティレットの肩を優しく抱き寄せながら、シオンが厳

しい表情ではっきりと告げたのだった。



　「・・・核ミサイルだ・・・！！」

　

　

２．守りたい物があるから

　コーネリア共和国はエミリアが絶対中立、差別根絶を掟として掲げており、それ故に今回の戦争

にもルクセリオ公国、グランザム帝国のどちらにも加担しない事を、開戦した１０年前からエミリアが

公式発表している。

　だがそれでも今、コーネリア共和国軍はグランザム帝国軍と戦う為に、ルクセリオ公国とグランザ

ム帝国の領地の境界線に向けて進軍を開始していた。

　それはルクセリオ公国を援護する為ではない・・・野心に走るシュナイダーの愚かさのせいで、こ

の世界その物が滅んでしまうかもしれないから。だからシオンたちはシュナイダーを止める為に、

グランザム帝国軍と戦わなければならないのだ。

　シュナイダーは、核兵器を実戦投入するという禁忌を犯した。それによって前回の戦闘でチャイ

ナ王国軍が「存在していた」場所は、草木１本生えていない死の大地と化してしまったのだ。

　その核兵器に対抗する為に、世界中の国々も核兵器を実戦投入する事になってしまったら・・・

戦場で核兵器が飛び交う事で、この世界その物が滅んでしまうような事態になってしまったら。

　その最悪の事態だけは、何としても止めなければならないのだ。

　『進路クリア。ヴァルファーレ、イクシオン、発進どうぞ。』　

　「シオン・アルザード、ヴァルファーレ、出る！！」

　「スティレット・リーズヴェルト、イクシオン、行きます！！」

　輸送艦フェニックスのリニアカタパルトから射出されたシオンとスティレットが、決意に満ちた表情

で目の前の戦場を見据えていた。

　今、グランザム帝国軍がルクセリオ公国との領地の境界線にまで進軍しており、それをルクセリオ

公国騎士団が部隊を展開して迎え撃とうとしている。

　今回の戦闘ではジークハルトが直々に出陣し、旗艦で部隊の指揮を執っていた。

　シオンたちはその戦闘に介入するという、中立国としての禁忌を犯そうとしているのだ。

　『ヴァルファーレ、イクシオン、出撃完了。続いてアレキサンダー射出。ヴァルファーレ、イクシオ

ンとのドッキングシークエンスに移行します。』

　リニアカタパルトから射出されたシオンとスティレットの下に、ヴァルファーレとイクシオン専用の大

型支援ユニット・アレキサンダーが射出され、それが変形してシオンやスティレットとドッキングした。

　

　「シオンさん、行きましょう！！」

　「ああ、僕たちでシュナイダーを止めるんだ！！」

　アレキサンダーとドッキングしたシオンとスティレットが、物凄い速度で戦場へと飛翔する。

　その様子をエミリアがコーネリア共和国軍の旗艦から、決意に満ちた表情で見つめていた。

　「結果的に私たちは中立国でありながら、ルクセリオ公国騎士団を再び援護する形になってしま

いましたね・・・私たちの今回の行動もまた、後に世界中からの非難に晒される事になるでしょう。



ですが今は・・・どうか今だけは・・・この愚かな怒りと憎しみの連鎖を断ち切る為の力を。」

　グランザム帝国軍が次々と進軍を開始する中、カリンらゼルフィカール部隊だけは出撃命令が

出ているにも関わらず、輸送艦からの出撃をためらっていた。

　今回カリンたちに出された命令はグランザム帝国軍本隊の後方に陣取る、核ミサイル部隊を攻

撃されないように護衛する事だ。

　だが核ミサイルでルクセリオ公国騎士団を滅ぼした所で、果たしてその先に未来などあるのか。

　グランザム帝国軍が放った核ミサイルに対抗する為に他国が新たな核兵器を開発し、やがて世

界中で核兵器が飛び交う大戦が勃発し、この世界その物の破滅を招くだけなのではないのか。

　前回のチャイナ王国との戦闘で、核ミサイルが放たれた戦場は草木１本残らない死の大地と化し

てしまったのだ。その光景をまざまざと見せつけられたからこそ、カリンたちはグランザム帝国軍と

して戦う事に疑問を抱くようになってしまっているのだ。

　『何をボサッとしているのですかカリン君。君たちの任務はニュークリア・ブラスト部隊の護衛で

しょう。さっさと出撃しちゃって下さいよ。』

　「・・・シュナイダー・・・！！」

　『カリン君。君は自分の立場を理解しているんですか？君は我が誇り高き帝国軍のエースなので

すよ？だからこそ君が戦場の先頭に立って・・・』

　「何が誇り高き帝国軍よ！？核兵器まで使って、この戦いの先に一体何があると言うの！？」

　『・・・やれやれ・・・君はもっと賢明な女の子だと思っていたのですがねえ・・・。』

　深くため息をついたシュナイダーが、とても不満そうな表情でモニター越しにカリンを見つめる。

　そしてリアナたちにとっては意味が分からない、しかしカリンにとっては残酷な言葉を発したの

だった。

　『カリン君・・・私に逆らうという事が何を意味するのか・・・賢明な君ならば分かりますよね？』

　「・・・っ！？」

　カリンがリアナたちに借金の件については明かすなと言うから、シュナイダーはわざわざ言葉を

選んでカリンに通告したのだが・・・それだけでもカリンには充分に意味が伝わったようだ。

　ここでシュナイダーに借金の肩代わりを止められてしまっては、また多額の借金をカリンが背負

わなければならなくなるのだ。

　それを理解したからこそ、カリンはとても辛そうな表情で歯軋りする。そんなカリンの様子をリアナ

たちが、とても心配そうな表情で見つめていた。

　

　「・・・カリンちゃん・・・。」

　「・・・私たち軍人にとって、上からの命令は絶対・・・逆らえば抗命罪に問われる事になる・・・それ

は理解しているつもりよ・・・！！」

　『理解してくれたようで誠に結構。ならばさっさと出撃しちゃって下さい。』

　シュナイダーからの通信が途切れ、リアナたちはとても不安そうな表情を見せる。

　皆、カリンと同じ様に不安なのだ。核兵器まで投入したこの戦いの先に、果たして何が待ち受け

ているのかを。

　それでもカリンの言う通りだ。軍人にとって上からの命令は絶対・・・逆らえば抗命罪に問われる

事になり、それによって味方部隊に甚大な被害を及ぼしたとなれば、最悪銃殺刑も覚悟しなけれ

ばならないのだ。



　その悲壮な決意を胸に、カリンたちが覚悟を決めた、その時だ。

　「・・・やるしかないのよ・・・やるしか・・！！」

　『カリン隊長！！ニュークリア・ブラスト部隊に高速で接近する熱源感知！！』

　「何ですって！？」

　『ライブラリー照合・・・ヴァルファーレ、イクシオンです！！』

　グランザム帝国軍の進軍が止まらない中、後方に陣取る核ミサイル部隊が核ミサイルの狙いをル

クセリオ公国騎士団に定める。

　「くたばれ！！ルクセリオの豚共がぁっ！！」

　「我ら帝国の栄光ある未来の為にぃっ！！」

　パワードスーツを身に纏った帝国兵たちが、遂に核ミサイルを放ったのだった。

　何発もの核ミサイルが一斉に襲い掛かる。必死に迎撃するルクセリオ公国騎士団だったが、それ

でも侵攻するグランザム帝国軍本隊への対応にも追われ、迎撃が追い付かない。

　歯軋りするジークハルトだったのだが、その時だ。

　「高速で接近する熱源を感知！！ヴァルファーレ、イクシオンです！！」

　「何だと！？」

　ナナミの言葉にジークハルトが驚きの表情を隠せない最中、シオンとスティレットが放たれた核ミ

サイルを全弾全てロックオン。

　そしてアレキサンダーから放たれた無数のジャッジメント・レイが、あっという間に核ミサイルを全

て薙ぎ払った。

　上空で一斉に爆発する核ミサイル。その光景をシュナイダーが、とても悔しそうな表情で見つめ

ていたのだった。

　「これは一体どういう事です！？何故コーネリア共和国軍がこの戦いに介入するのですか！？

中立国の彼らが一体何故！？」

　『グランザム帝国皇帝シュナイダー、並びに帝国軍の皆さんに通告します。私はコーネリア共和

国王妃、エミリア・コーネリアです。』

　「な・・・！？」

　シュナイダーの目の前の大型モニターに、エミリアの威風堂々とした姿が映し出された。

　そしてそのエミリアの声はシュナイダーだけでなく、グランザム帝国軍にも・・・そしてルクセリオ公

国騎士団にも届けられる。

　

　『貴方たちは自分たちが一体何をしようとしているのか、本当に理解しているのですか！？ルク

セリオ公国との戦争に勝つ為に、この世界その物を滅ぼしてしまうつもりなのですか！？貴方たち

はその武器を、一体何の為に手にしているのですか！？』

　「何を馬鹿な事を！！貴方たちの介入さえ無ければ、今頃この戦いは我々の勝利で終わってい

たのですよ！！それを・・・！！」

　『貴方たちに帝国の軍人としての誇りが、人としての心が未だ残っているのであれば・・・今すぐ

に核ミサイルによる攻撃を中止しなさい！！』

　「皆さん、愚か者の言葉に耳を貸してはなりませんよ！！ニュークリア・ブラスト部隊、次弾装填

開始！！ゼルフィカール部隊は何をやっているのですか！？」



　

　エミリアの言葉に全く耳を貸す様子も無く、完全に頭に血が上ったシュナイダーが核ミサイル部

隊に攻撃継続命令を下した。

　慌てて核ミサイルをミサイルランチャーに装填する帝国兵たち。そんな彼らに追撃しようとするシ

オンとスティレットだったが、そこへカリンらゼルフィカール部隊が襲い掛かった。

　「シオン・アルザードおおおおおおおおおおおおっ！！」

　「カリン・ラザフォード中尉か！？」

　放たれたビームサーベルを、シオンがアレキサンダーのジャッジメント・ブレードで受け止めた。

　互いのビームサーベルがぶつかり合い、２人の目の前でバチバチと火花が飛び散る。

　「中立国の癖に、よくもこんな所にまでノコノコとぉっ！！」

　「止めろラザフォード中尉！！エミリア様の言葉を聞いていなかったのか！？それに君だって理

解しているはずだろう！？この戦いの先に待っているのは破滅だけだと！！」

　「以前も言ったでしょう！？私たち軍人にとって上からの命令は絶対だって！！私は隊長として

隊の皆の命を守らないといけないのよぉっ！！」

　

　カリンにだって分かっているのだ。核ミサイルまで投入したこの戦いに勝利した所で、待っている

のは世界各国からの帝国への強い敵意・・・その先にあるのはシオンの言う通り、破滅だけだと。

　だがそれでもリアナたちを抗命罪に問わせない為にも、カリンはここで絶対に引くわけにはいか

ないのだ。その為にも隊長である自分が率先して、戦う姿勢を見せつけなければならないのだ。

　そして何よりも・・・父親が勝手に押し付けた多額の借金を、これからもシュナイダーに肩代わりし

続けて貰う為に。

　「やらなければならないのよ！！私たちがやらなきゃぁっ！！」

　「くっ・・・君のその凄まじい気迫は・・・！！」

　「はあああああああああああああああああああああっ！！」

　カリンたちの銃撃がシオンとスティレットに襲い掛かる。何とかアレキサンダーのジャッジメント・

シールドで受け止めるシオンとスティレットだったが、その間にグランザム帝国軍の核ミサイル部隊

が次弾装填を終えたようだ。

　慌てて核ミサイル部隊を迎撃しようとするシオンとスティレットだったが、それをカリンたちが必死

に妨害する。

　「くそっ、こんな所で君たちと戦っている場合じゃ・・・！！」

　「シオンさん、私たちが援護するよ！！」

　「な・・・アリューシャ！？」

　そこへ駆けつけたアリューシャらスティレット・ダガー部隊がシオンに加勢。アリューシャたちのマ

ナ・ビームマシンガンがカリンたちに襲い掛かった。

　慌てて間合いを離すカリンたちの前に、アリューシャたちが立ちはだかる。

　「シオン！！ステラ！！こいつらは私らに任せな！！アンタらは核ミサイルを止めるんだ！！」

　「・・・分かった、ここは任せたぞ、アイラ！！」

　「おうよ！！任せときな！！」



　再び核ミサイルを迎撃に向かうシオンとスティレットを慌てて追いかけようとするカリンたちだった

が、そうはさせまいとアリューシャたちがカリンたちに襲い掛かった。

　スティレット・ダガーとゼルフィカール。両陣営の最新鋭のフレームアームズ・ガールたちが、上空

で激しく乱れ舞う。

　そして決意の表情のアリューシャが、マナ・ビームサーベルでカリンに斬りかかった。

　「カリンちゃああああああああああああああああああん！！」

　「このおっ！！」

　ぶつかり合う互いの剣。そしてアリューシャの勢いに押され、カリンは地上へと押し込まれてし

まったのだった。

　その両陣営の凄まじい戦いの様子を見つめるナナミは、意を決してインカムを静かに机の上に

置き、決意の表情で立ち上がった。

　「陛下。私もフレズヴェルクで出ます。」

　「いいのか？シオンと戦う事になるかもしれんのだぞ？」

　「・・・私からシオン隊長を奪ったリーズヴェルト中尉も、私を見捨てたシオン隊長も・・・私は絶対

に許さない・・・！！」

　それだけ告げて指令室を出たナナミの後姿を、ジークハルトが溜め息をつきながら見送ったの

だった。

　「・・・私にも経験はあるが・・・女の恨みとは、かくも恐ろしい物よ。この事態を招いた原因となった

のは紛れもなくお前だ。その責任はお前自身の手でしっかりと付けるのだぞ、シオンよ。」

　

　再び放たれた核ミサイルを、シオンとスティレットがアレキサンダーのジャッジメント・レイで次々と

撃ち落とす。

　そんな２人を邪魔させまいと、アリューシャたちがカリンたちと死闘を繰り広げる。

　その激しい戦闘の様子をじっ・・・と見据えながら、武装されたエアバイクに乗ったナナミがリニア

カタパルトの上で待機していた。

　このエアバイクこそが、グランザム帝国軍から鹵獲した新兵器・・・フレズヴェルクなのだ。

　『リニアカタパルト接続、フレズヴェルク全システムオールグリーン。発進シークエンスをキサラギ

曹長に譲渡する。』

　

　オペレーターの女性士官の合図と共に、ナナミが搭乗するフレズヴェルクが宙に浮く。ハンドル

を握るナナミの両手に力が入る。

　ナナミが目指す場所はただ一つ・・・シオンとスティレットの所だ。

　『進路クリア。キサラギ曹長、発進せよ。』

　「ナナミ・キサラギ、フレズヴェルク、行きます！！」

　決意の表情のナナミがアクセルを全開に吹かせたフレズヴェルクが、物凄い速度で戦場へと飛

翔したのだった。



３．死闘、カリンＶＳアリューシャ

　「中立国でありながら、どうしてこの戦闘に介入するんですか！？アーテル中尉！！」

　「そんなの決まってるだろう！？アンタらが核ミサイルなんかぶっ放すから、私らがそれを止めに

きたんだよ！！この世界その物を破滅させない為にねぇっ！！」

　リアナが放つビームマグナムを、アイラがマナ・ビームシールドで受け止める。

　スティレット・ダガー部隊の妨害を受けた事により、ゼルフィカール部隊は核ミサイル部隊の援護

に向かう事が出来ず、それによってシオンとスティレットは核ミサイル部隊への攻撃に集中する

事が出来ていた。

　

　「ステラ、僕が核ミサイル部隊を殲滅する！！君は僕が核ミサイルを撃ち漏らしたら迎撃してく

れ！！」

　「シオンさん！？」

　「こんな所で君にまた、人殺しをさせる訳にはいかないんだよ！！」

　シオンがアレキサンダーで、核ミサイル部隊を全てまとめて一度にロックオン。

　核ミサイルの誘爆によって地上に被害を出さないように、帝国兵だけを狙い撃つ。

　そして超精密の精度で放たれたジャッジメント・レイの緑色の光が、情け容赦なく帝国兵だけを

次々と貫いたのだった。

　驚愕の表情で次々と死んでいく帝国兵たち。ここまで来ると、最早シオンによる一方的な大量虐

殺だ。

　それでもシオンは帝国兵たちを少しでも苦しませない為に、一撃で的確に急所を貫いて即死さ

せていく。

　

　「ええい、ゼルフィカール部隊は何をやっているのだ！？ヴァルファーレとイクシオンを撃ち落と

せぇっ！！」

　「そうはさせるかよ！！シオン隊長の邪魔はさせねぇっ！！」

　「な・・・！？ぐあああああああああああああっ！！」

　シオンを狙おうとする帝国兵たちを、パワードスーツ・ツヴァイを身に纏ったオスカルたちが、ビー

ムマシンガンで次々と蜂の巣にする。

　コーネリア共和国軍の加勢により、戦局は次第にルクセリオ公国騎士団が押せ押せムードになり

つつあった。

　『進路クリア！！オラトリオ隊、発進どうぞ！！』

　「これより我々は帝国の城下町へと潜入し、皇帝シュナイダーを拘束する！！」

　「「「イエス、マム！！」」」

　「頭さえ潰せば、それでこの戦争は終わりだ！！行くぞ！！」

　アーキテクト、轟雷、迅雷、マテリアがグランザム帝国の城下町へと飛翔する。

　まさかこんな形で再び帝国の城下町に戻る事になるとは思っていなかったのだが、それでも今は

感慨に耽っている場合ではない。

　シュナイダーを捕らえ、最悪の場合は抹殺してでも、一刻も早くこの戦争を止めなければならな



いのだ。

　シュナイダーの愚かさのせいで、この世界その物を破滅させない為に。

　その３国による凄まじい戦闘の最中、部隊から完全に孤立してしまったカリンとアリューシャが、

誰にも邪魔されずに１対１の死闘を繰り広げていた。

　互いの剣が何度もぶつかり合い、２人の周囲に糸状の閃光が走る。

　「さっきエミリア様はシュナイダーの馬鹿をボロクソに批判してたけど、それでもエミリア様だって

人の事が言えるのかしら！？絶対中立とか言いながら、それでも結局はルクセリオ公国騎士団を

二度も援護してるじゃない！！」

　「カリンちゃん、それは結果的にそうなっただけであって・・・！！」

　「そんな物はただの言い訳よ！！この戦争が終わった後、貴方たちは世界中の国々から激しく

批判される事になるでしょうね！！言ってる事とやってる事が滅茶苦茶だってねぇっ！！」

　カリンの凄まじい剣術の前に、アリューシャは完全に押し込まれてしまっている。

　スティレットと並ぶ実力を持つ、グランザム帝国軍最強の剣士・・・その通り名は伊達ではないの

だ。それをアリューシャは存分に思い知らされてしまっていた。

　鬼気迫る表情で、カリンはアリューシャを追い詰めていく。

　「差別根絶！？誰もが穏やかに暮らせる世界！？エミリア様は頭の中が花畑で埋まってるんじゃ

ないの！？そんな物は私に言わせれば、ただの甘ったれた幻想よぉっ！！」

　「ぐぬぬぬぬぬ・・・！！」

　カリンのビームガトリングガンを、アリューシャがマナ・ビームシールドで何とか受け止める。

　だがあまりの威力にスティレット・ダガーからの警告音が鳴り響き、アリューシャの目の前の空間

に警告を示す画像が映し出されていた。

　このアリューシャも確かに腕は立つようだが、カリンに言わせれば甘ちゃんもいい所だ。

　その雰囲気だけでも分かる。いかにも汚れを知らない、周囲から大事に育てられたお嬢様だとい

う事が。

　

　「ねえ貴方、風俗店で何人もの男に抱かれた事ってある！？ゴミ箱から残飯を漁って食べた事

は！？地面に生えてる草を食べた事は！？ザリガニを捕まえて焼いて食べた事は！？」

　カリンのビームサーベルが、アリューシャのマナ・ビームマシンガンを真っ二つにした。

　「男が見てる目の前でレズプレイをした経験はあるかしら！？私が勤務してた風俗店でレズ鑑

賞っていうオプションサービスがあってね！！私はお客さんに命じられるまま、同僚と何度も何度

もレズプレイをさせられたわ！！何度も何度も何度も何度も何度も！！」

　カリンのビームサーベルが、アリューシャのマナ・ビームハンドガンを真っ二つにした。

　「そうして夜遅くまで働いて沢山稼いで、それでも稼ぎのほとんどが、父が勝手に押し付けた借

金の返済で消えてしまう！！貯蓄なんてほとんど残らない！！その日暮らしで精一杯！！その辛

さが貴方に分かるかしら！？」

　カリンのビームサーベルが、アリューシャのマナ・ビームサーベルを弾き飛ばした。

　その鬼気迫る凄まじいカリンの猛攻の前に、完全に丸腰になってしまったアリューシャ。

　それでも尚、希望を捨てない瞳を自分に見せつけるアリューシャを見て、カリンは思う。



　何故私はこんな事を、まるで愚痴をぶつけるかのように、この戦闘の真っ只中に彼女に向けて吐

き捨ててしまったのだろうかと。

　

　「貴方には分からないでしょうね！！いかにも汚れを知らないお嬢様みたいな貴方には、今の世

の中の理不尽さなんて！！私の苦しみなんて！！」

　「・・・カリンちゃん・・・！！」

　今まで巻き込みたくない一心でリアナたちにも話せなかったこの苦しみを、誰かに分かって欲し

いと・・・誰かに自分を救って欲しいと・・・カリンは心の奥底でそんな事を考えてしまっていたのだ

ろうか。

　完全に丸腰になり追い詰められながらも、それでもまるで諦めようとしないアリューシャ。

　この状況で、何故そんな瞳が出来るのか・・・その真っすぐで力強い瞳に、カリンは一瞬気圧され

てしまったのだが・・・それでもカリンはビームサーベルを情け容赦なくアリューシャに浴びせた。

　だが、それでもアリューシャは諦めない。

　友と明日の為に・・・生きる覚悟でカリンと戦うのだ。

　「そんな私だからこそ分かるのよ！！エミリア様が掲げる差別根絶なんて、所詮は甘ったれた夢

物語だって・・・っ！？」

　「・・・はあああああああああああっ！！」

　アリューシャが両手にマナエネルギーを収束させてバリア代わりにし、放たれたカリンのビーム

サーベルを真剣白刃取りで受け止めた。

　予想もしていなかった出来事に、さすがのカリンも驚きを隠せない。

　

　「な・・・その技は古武術の・・・！？」

　「・・・確かに私はカリンちゃんの言う通り、汚れを知らないお嬢様だよ。パパもママもお爺ちゃんも、

私に武術を教えてくれた先生も、私の事をとても大切に育ててくれたから。」

　そのままアリューシャは合掌した両手に気を集中させて交錯させ、カリンのビームサーベルを弾

き飛ばした。

　アリューシャは剣術も一流だが、この丸腰になった状態での徒手空拳、武器を持った敵を相手

にしての素手での戦術こそが、アリューシャ本来の持ち味、そして真骨頂なのだ。

　弾かれたカリンのビームサーベルが、空中で回転しながら力無く地面へと落下していく。

　「だから私にはカリンちゃんの気持ちが分かるだなんて、そんな無責任な事は口が裂けても言え

ないよ・・・！！だけどこれだけは胸を張って言える！！エミリア様の掲げる差別根絶の理想は、決

して間違ってなんかいないって！！だって私はそれで救われたんだから！！」

　「くっ・・・何を馬鹿な事を・・・！！」

　「そんでもって！！これはアイラ隊長からの伝言！！」

　アリューシャの合気道に対して、剣を失ったカリンがマーシャルアーツで応戦する。

　互いに武器を失った者同士による、徒手空拳でのぶつかり合い・・・それでも本来の２人の実力

差なら、カリンがアリューシャを相手に苦戦はさせられても、決して後れを取るような事は無かった

はずだ。

　だがそれはあくまでも、「カリンの精神状態が万全だった場合」の話だ。

　人間はロボットとは違う・・・戦う本人の精神状態も戦闘能力に大きく影響する物なのだ。



　「・・・カリンちゃんにはそもそも最初から借金を返済する義務なんか無いって・・・そう弁護士さん

が言ってたらしいよ！！」

　「・・・は・・・！？」

　不意に放たれたアリューシャのこの一言が、カリンの動きを完全に鈍らせてしまったのだった。

　茫然自失とした表情で、カリンは完全に呆気に取られてしまう。

　その隙を目がけて、アリューシャがマナエネルギーを収束させた右手による掌底を、カリンの腹

目がけて思い切り撃ち込んだ。

　

　「おんどりゃあああああああああああああああっ！！」

　「がはあっ・・・！！」

　

　避け切れずにまともに直撃を食らったカリンが、吹っ飛ばされて地面に叩き付けられてしまった

のだった。

４．戦う理由

　カリンがアリューシャに敗北した・・・その事実はコーネリア共和国軍やルクセリオ公国騎士団に

希望を与え、逆にグランザム帝国軍には絶望を与えた。

　カリンはグランザム帝国軍最強のエース・・・その勝敗自体が敵味方の士気に大きく影響し、戦局

さえも左右してしまう程の影響力を持ってしまっているのだ。

　カリン撃墜の一報を受けた帝国兵たちが途端に焦り出し、逆にルクセリオ公国騎士団は一気に

押せ押せムードになる。

　戦局は完全に、ルクセリオ公国騎士団優勢になりつつあった。

　「あのラザフォード中尉が、また負けた・・・！？しかも今度はあんな小娘相手に！？」

　「ええい、ひるむな！！我々が核ミサイルをルクセリオ公国騎士団の旗艦にぶつければ、それで

この戦いは終わり・・・！？」

　「隊長！！鹵獲されたフレズヴェルクがこちらに急速接近！！」

　「何だと！？索敵班は何をやって・・・う、うわあああああああああああああっ！！」

　ナナミのペリルショットランチャーが、情け容赦なく帝国兵たちを貫いていく。

　驚愕の表情で次々と死んでいく帝国兵たち。シオンとスティレットだけでなくナナミまでもが核ミサ

イル部隊を次々と撃破する事で、ルクセリオ公国騎士団の勢いはさらに増す事となった。

　「ナナミ・・・僕たちを援護・・・してくれているわけでは無さそうだな。」

　シオンの目の前の空間に、フレズヴェルクで核ミサイル部隊の帝国兵たちを次々と虐殺するナナ

ミの映像が映し出されている。

　その映像越しでもシオンには分かる。ナナミがシオンとスティレットに向ける、明確な『殺気』。

　「君たちを見捨ててコーネリア共和国に亡命した僕の事を、恨んでいるのか・・・。」

　「シオンさん、今は核ミサイルを止める事だけに集中しましょう！！」

　「・・・そうだな。ナナミの事はそれからだ。」



　シオンとスティレットのアレキサンダーから放たれるジャッジメント・レイが、帝国兵たちや核ミサイ

ルを次々と撃墜していく。

　その様子をシュナイダーがモニター越しに、驚愕の表情で見つめていた。

　

　『ええい、ゼルフィカール部隊は一体何をやっているのですか！？』

　『ラザフォード中尉、応答ありません！！ルーカス少尉に敗北し、負傷した模様！！』

　『くそが、肝心な時に役に立たない女だ！！拾ってやった恩を忘れやがってぇっ！！』

　通信機から自分に向けられるシュナイダーの罵声が、腹を抱えて地面にうずくまるカリンの耳に

届けられるのだが・・・今のカリンにはそれに対してまともに返答する余裕すら無かった。

　マナエネルギーを収束させたアリューシャの掌底の威力が、ゼルフィカールの装甲を貫通してカ

リンの腹に直接伝わっているのだ。

　鎧を貫通し、人体の内部に直接衝撃を伝える古武術の極意・・・これではゼルフィカールの装甲

がどれだけ頑丈だろうと関係無かった。幾らカリンでも直撃して無事で済む訳が無い。

　別に命に関わるようなダメージではないが、それでもこれ以上の戦闘はどう考えても無理だった。

　腹に響く衝撃によって嗚咽したカリンが、とても辛そうに地面にうずくまっている。

　「・・・うっ・・・ゲホッ・・・ガハッ・・・！！」

　「うあああああああああああああああああっ！！」

　「リ、リアナ・・・ぐっ・・・！！」

　そんなカリンの隣に、アイラに敗北したリアナが落下してきた。

　それでもリアナはゼルフィカールの緊急安全装置を作動させ、何とか受け身を取って即座に立

ち上がり、ビームサーベルを構えてカリンを庇うかのようにアリューシャを見据える。

　他のゼルフィカール部隊の少女たちもカリンが敗北した事で戦闘行為を中止し、カリンを守る為

に次々とアリューシャの前に立ちはだかった。

　「あ・・・貴方たち・・・っ・・・！！」

　「中々いい部下たちを持ったじゃないか。随分と慕われてるんだね、ラザフォード中尉。」

　そんなカリンたちの目の前に、リアナを撃墜したアイラが降り立った。

　いや、アイラだけではない。他のスティレット・ダガー部隊の少女たちも、アイラを追いかけて次々

と地面に降り立ってくる。

　互いに武器を手に身構える両陣営・・・だがアイラには既にカリンたちへの戦意は無いようだった。

　「さてと・・・アリューシャから話は聞いただろう？アンタには借金の債務なんて、そもそも最初から

存在しないってね。」

　「・・・ううっ・・・ぐっ・・・！！」

　「私の幼馴染が腕の立つ女弁護士でね。アンタの事情を話したら、明らかな金融機関の違法行

為だって顔を赤くして怒ってたよ。」

　「何を・・・馬鹿な・・・事を・・・っ・・・！！」

　

　父親が勝手に押し付けた借金を返済する為に、今まで死に物狂いで頑張ってきたというの

に・・・それがいきなり自分には借金の債務が最初から存在しないとか。

　一体アイラもアリューシャも何を言っているのか。カリンは戸惑いを隠せないでいた。

　そんなカリンにアイラは、借金について定められた国際法について静かに語りだしたのだった。



　まず借金というのは、そもそも借りる為に連帯保証人が必要になるのだが、今回はそれをカリン

が勝手に父親から押し付けられた形になっており、それ故にカリンが連帯保証人として、失踪した

父親の借金を代わりに返済しなければならなくなっていた。

　だがそもそも本人の同意が無ければ勝手に連帯保証人にする事は出来ず、それ以前に２０歳未

満の者を連帯保証人にする事自体が、国際法で固く禁じられているのだ。

　カリンが父親から勝手に借金を押し付けられた時点で、カリンはまだ１６歳・・・そして現在のカリ

ンの年齢は１８歳だ。

　この時点でカリンには連帯保証人になる資格自体が存在せず、最初から借金の返済義務など

存在しない事になる。

　カリンは自分が父親の血縁者だから、父親の代わりに借金を払わないといけないと、法律でそう

決まっていると金融機関から凄まれたと、泣きながらアイラに説明したのだが・・・それさえも違法だ

とアイラにあっけなく突っぱねられてしまった。

　連帯保証人というのは前述の通り、本人の同意無しに勝手に設定してはいけない物なのであっ

て、それは例え肉親や血縁者であろうとも例外ではないのだ。

　父親が失踪したから、代わりに娘に借金を払わせる・・・割とよくある話なのだが、実はこれ自体が

金融機関の悪質な違法行為なのだと、アイラはカリンに静かに語ったのだった。

　涙を流しながらアイラの話に黙って耳を傾けるカリンを、アリューシャたちもリアナたちも悲しみの

表情で見つめている。

　当のカリンは今までの自分の凄惨な人生その物を否定されたも同然であり、先程からシュナイ

ダーからしつこく送られてくる通信を無視し、茫然自失としてしまっていた。

　「・・・な・・・何なのよ・・・それ・・・。」

　「この戦争が終わった後に、アンタが金融機関を相手に民事裁判を起こせば、少なくとも今まで

アンタ自身の手で稼いだ分のお金は、全額戻ってくるはずだって・・・そうフュリーは言ってたよ。ア

ンタが望むなら裁判で、アンタの事を全力で弁護するってさ。」

　「だって・・・帝国の大人たちは、そんな事を・・・誰も私に教えてくれなかった・・・！！」

　「そうだね、アンタは今まで帝国の人間たちにずっと騙され、利用され続けてきたんだよ。」

　そもそも借金の債務が存在しないなんてカリンに知られてしまえば、帝国の大人たちにとっては

色々と都合の悪い事が多いのだ。

　金融機関にとっては、父親が踏み倒した借金をカリンから回収する事が難しくなってしまう。

　シュナイダーにとっては、カリンが自分の為に戦う理由自体が無くなってしまう。

　風俗店の店長にとっても店の経営を考えれば、まだ若くて容姿もスタイルも抜群で、店の稼ぎ頭

であるカリンに辞められる事態だけは、何としてでも避けたい所だったのだろう。

　「じゃあ私・・・今まで何の為に戦ってきたの・・・！？シュナイダーの命令でルクセリオ公国騎士

団やコーネリア共和国軍の人たちを、何人も殺して・・・！！これじゃあ私、馬鹿みたいじゃな

い・・・！！」

　「そうよ！！カリンちゃんは馬鹿よ！！何で今まで私たちに相談してくれなかったの！？」

　「リアナ・・・！！」

　涙を流すカリンを、リアナがぎゅっと力強く抱き締めた。

　そのリアナの温もりと優しさが、カリンの心を安心させる。

　以前、スティレットはカリンに言っていた。自分がリアナちゃんの立場だったら、私は本気でカリン

ちゃんに対して怒ると。どうしてリアナちゃんたちに相談しないのかと。



　スティレットの言う通り、リアナはカリンに対して明らかに怒っていた。

　自分１人だけで何もかも抱え込んでしまい、自分たちを頼ってくれなかったカリンに対して。

　「だって私、リアナたちを巻き込みたくなかった・・・！！私のせいでリアナたちまで苦しむ事に

なったらと思ったら・・・私・・・！！」

　「カリンちゃんにとって私たちは、その程度の存在でしかなかったっていうの！？私たちは仲間

でしょ！？苦しむなら皆でその苦しみを分かち合えばいい！！その苦しみを乗り越える為に、皆

で相談し合えばいい！！それが仲間って物なんじゃないの！？」

　スティレットが以前カリンに言っていた事と、全く同じセリフがリアナから返ってきたのだった。

　「少なくとも私はカリンちゃんの事を大切な仲間だって・・・友達だって思っていたよ！？」

　「リアナ・・・！！」

　「カリンちゃんは違うの！？ううん、違わない！！だっていつも私たちの事を、本当に大切にして

くれてるんだもん！！」

　常に傍でカリンの事を見続けてきたリアナだからこそ、分かるのだ。

　カリンが自分たちの事を、どれだけ大切に想ってくれているのかという事を。

　カリン隊の隊長として常に自分たちを引っ張り、励まし・・・危険な戦場の最前線で自ら率先して

敵を討ち倒し、自分たちを必死に守ってくれていた。

　前回の戦闘でシオンに敗れた時でさえも、シオンとの戦いで負傷していたにも関わらず、自ら率

先して身体を張って殿を務め、撤退する自分たちをシオンから必死に守ろうとしてくれたのだ。

　だからリアナも、ゼルフィカール部隊の少女たちも、全員がカリンの為に命を懸けて戦えるのだ。

　そのカリンの事を今までずっと騙してきたというのであれば、最早リアナたちがシュナイダーの命

令を聞く義理も義務も無いのだ。

　「・・・は・・・ははは・・・私って、本当馬鹿・・・。」

　「で、これまでアンタをずっと騙し続けてきた張本人である皇帝シュナイダーが、さっきからギャー

ギャーうるさく騒ぎ立てているんだが・・・アンタたちはまだ、こんな下衆な男の為に命を懸けて戦え

るのかい？」

　カリンの通信機の液晶モニターには、明らかに焦っているシュナイダーの憔悴し切った表情が映

し出されていた。

　借金をカリンの代わりに肩代わりすると言っても、その財源となっているのは国庫から・・・いわば

国民の税金からなのだ。それを自由に使える立場であるシュナイダーにとっては、カリンの多額の

借金など別に痛くも痒くもない代物だったはずだ。

　　

　「・・・アーテル中尉。皇帝シュナイダーはカリンちゃんの事を今までずっと騙していました。そして

カリンちゃんにはもう、皇帝シュナイダーの為に戦う理由が何も無くなりました。だからこそ私たちカ

リン隊には、最早コーネリア共和国軍と戦う理由は何もありません。」

　涙を流すカリンをぎゅっと抱き締めながら、リアナはアイラにはっきりと告げた。

　「私たちカリン隊は現時刻をもって、貴方がたスティレット・ダガー部隊に投降します。」

　「あいよ。投降するからには、アンタらの身柄は丁重に扱うよ。アンタたちもいいね？彼女たちに

は最早戦意は無いんだ。一切危害を加えるんじゃないよ？」

　「「「「「「「「「了解！！」」」」」」」」」



　アイラに敬礼して武器を降ろすアリューシャたちを、リアナたちが神妙な表情で見つめていたの

だった。

５．帝国の内乱

　「ニュークリアブラスト部隊、壊滅！！我が軍の残存戦力が７０％を切りました！！」

　「ゼルフィカール部隊、スティレット・ダガー部隊に投降した模様！！トラヴィス少尉からの通

信！！現時刻をもってゼルフィカール部隊は我が軍を脱退するとの事です！！」

　「さらに城下町に高速で接近する熱源４！！スティレット・ダガー３、スティレット・リペアー１！！

オラトリオ隊です！！」

　「ルクセリオ公国騎士団、尚も進軍が止まりません！！」

　城の指令室ではオペレーターの女性士官たちからの悲痛な叫びが、先程からシュナイダーに浴

びせられ続けている。

　一体全体、何がどうしてこうなったのか。シュナイダーは明らかに焦っていた。

　核ミサイルの圧倒的な破壊力、そしてゼルフィカール部隊の圧倒的な戦闘能力でもって、ルクセ

リオ公国騎士団など簡単に捻り潰す事が出来ていたはずなのに。

　それがどうだ。コーネリア共和国軍が戦闘に介入した途端、核ミサイル部隊はシオンとスティレッ

ト、ナナミによってあっという間に壊滅させられ、カリンの借金の違法性をアイラにバラされてしまっ

た事で、頼みのゼルフィカール部隊も謀反を招く結果となってしまった。

　「皇帝陛下！！このままではぁっ！！」

　「くそっ、くそっ、くそっ・・・くそがああああああああああああああっ！！」

　このままではルクセリオ公国騎士団か、あるいはアーキテクトたちか・・・そのどちらかに殺され

る・・・それを悟ったシュナイダーが部下たちを見捨て、慌てて逃げ出そうとしたのだが。

　「・・・この帝国と人々の為に命を懸けて戦う、勇敢なる帝国兵たちを見捨て・・・貴方は一体どこ

に行こうと言うのですか？シュナイダー兄様。」

　そんなシュナイダーの目の前に、１人の少女が立ちはだかった。

　パワードスーツを身に纏った帝国兵たちが少女を護衛しながら、シュナイダーにビームマシンガ

ンを突き付けている。

　その少女の姿にシュナイダーは、さらに憔悴し切った表情になってしまった。

　「シ・・・シルフィア・・・！！何故お前がここに・・・！？お前たちは確かに死んだと報告を受けてい

たんだぞ！！それを・・・！！」

　「私に賛同して下さった帝国の皆さんの協力を得て、今まで死を偽装して城下町に潜伏していた

のです。この愚かな戦争を止め、この帝国と人々をシュナイダー兄様の魔の手から救う為に。」

　シルフィアと呼ばれた少女は厳しい表情で、懐からビームハンドガンを取り出してシュナイダーに

銃口を突き付けた。

　そして問答無用で安全装置を解除し、引き金に指を掛ける。

　「シ、シルフィア、冗談はよせ・・・！！」



　「貴方は自らの私利私欲の為にジークハルト殿からの降伏勧告を無視し、暴走し、無駄に多くの

兵たちを死なせ、この国を危機的な状況へと陥らせました。そして貴方は命を懸けて戦う兵たちを

見捨て、逃げ出そうとまでした・・・その罪は兄様の死をもって償わなければなりません。」

　「や、やめろ・・・やめてくれ・・・や・・・っ！？」

　有無を言わさずにシュナイダーの脳天を、シルフィアのビームハンドガンが貫いたのだった。

　絶望の表情のまま、どうっ・・・と倒れるシュナイダー。即死だった。

　シュナイダーが突然死んだ事で大騒ぎになる、オペレーターの女性士官たち。そのシュナイ

ダーの亡骸をシルフィアが悲しみの表情で見つめている。

　「・・・シュナイダー兄様・・・貴方はどうして、この愚かな戦争を止めようと思わなかったのです

か・・・！！ジークハルト殿が降伏勧告を送ってきた時点で、貴方は平和的な解決の道を探るべき

だった・・・！！それを・・・！！」

　「シルフィア様、お気持ちはお察ししますが、今はシュナイダー様の死を悲しんでいられる場合

ではありません。すぐに貴方様の手で混乱する兵たちを纏め上げなければ。」

　「・・・そうでしたね。その為に私は表舞台に戻ってきたのですから。」

　帝国兵の１人がビームハンドガンを天井に一発発砲し、大騒ぎする女性士官たちを黙らせた。

　そんな不安を隠せない彼女たちに、シルフィアが威風堂々と呼びかける。

　「一同、控えよ！！グランザム帝国第７皇女、シルフィア・グランザム様の御前である！！」

　「皆さん、お騒がせしてしまって本当に御免なさい。ですが今はこの愚かな戦争を止める為に、

皆さんの力を貸して頂けますか？生き残った兵士たちに戦闘行為を中止し、直ちに城下町へと撤

退するよう伝えて下さい。」

　一瞬呆気に取られてしまった女性士官たちだったが、それでも目の前にいるのは紛れも無くヴィ

クターが遺した７人の子供たちの１人・・・グランザム帝国第７皇女、シルフィア・グランザムだ。つま

りはシュナイダーと同じく正当な王位継承者候補の１人なのだ。

　その彼女が今まで身を潜めていた事、そしてシュナイダーを自らの手で殺したというのは確かに

大事件だが、それでもルクセリオ公国騎士団が迫っている今の状況では、そんな事を気にしてい

られる場合ではない。

　慌てて兵士たちに撤退を指示する女性士官たち。命令を受けた帝国兵たちが次々と城下町へ

と撤退していく。

　「それと信号弾の用意も。兵たちにオープンチャンネルで通信を繋いで頂けますか？」

　「りょ、了解！！」

　城下町へと向かうアーキテクトたちの目の前で、城からの信号弾が打ち上げられた。

　その上空で白く輝く光の意味を、アーキテクトは瞬時に理解する。

　「・・・ルクセリオ公国に対して降伏の意思表示だと・・・！？一体どういう事だ・・・！？」

　『誇り高きグランザム帝国軍、そしてルクセリオ公国騎士団、さらにはこの戦闘に介入してきた

コーネリア共和国軍の皆さん。どうか戦闘行為を中止し、私の声に耳を傾けて下さい・・・私はグラ

ンザム帝国第７皇女、シルフィア・グランザムです。』

　「な・・・！？」

　陣営を問わずに生き残った兵士たち全員に、シルフィアからの通信が送られてきたのだった。



　『まずはこの１０年にも渡る愚かな戦争で犠牲になった多くの人々に、改めて哀悼の意を送らせ

て頂きます。そして生き残った我がグランザム帝国兵の皆さんには、今までこの国の為に命を懸け

て戦い抜いてくれた事に対して、改めて私からの心からの感謝を。』

　「何だ・・・一体何がどうなっているというのだ・・・！？」

　『突然の事で申し訳ありませんが・・・グランザム帝国第６皇子、シュナイダー・グランザムは、この

国だけでなく世界中をも混乱に陥れた罪に問い、この私がこの手で抹殺致しました。』

　「な・・・何だとぉっ！？」

　予想もしなかった突然の事態に、驚きを隠せないアーキテクト。

　他の兵士たちも・・・ルクセリオ公国騎士団も、グランザム帝国軍も、コーネリア共和国軍も・・・誰

もが戦闘行為を中止し、驚きの表情でシルフィアからの通信に耳を傾けている。

　『今更兄の首を差し出した所で、兄に降伏勧告を拒否されたジークハルト殿は納得して下さらな

いかもしれません・・・ですが私はグランザム帝国の新皇帝として、ジークハルト殿に降伏の意思を

表明致します。ですからどうかこれ以上の無駄な犠牲は・・・！！』

　『貴様如き末っ子が、この俺様を差し置いて新皇帝だと！？笑わせるわこのヒヨッ子がぁっ！！』

　『な・・・！？』

　だがそこへ突然通信に割り込んで来たのは、シルフィアと同じくヴィクターが遺した７人の子供の

１人・・・グランザム帝国第１皇子、シグルド・グランザムだ。

　またまた予想もしなかった突然の出来事に、誰もが驚きを隠せない中・・・シグルドがとんでもな

い事を口走ったのだった。

　『シルフィア！！俺様の代わりにシュナイダーを殺してくれた事に感謝するぞ！！手間が省けて

助かったわ！！』

　『シグルド兄様、一体どういう事なのですか！？』

　『貴様のお陰で邪魔者は全ていなくなったという事なのだ！！シェスターもシェリーもシルクスも

シーザーも、どいつもこいつも全員俺様がこの手で殺してやった！！残るは貴様とシュナイダーだ

けだと思っていたのだがなあ！！』

　そのまさかの事態が、世界中を震撼させる事となった。

　シグルドが名前を挙げた４人全員が、いずれもがヴィクターが遺した７人の子供たち・・・つまりは

正当な王位継承権を持つ者たちばかりなのだ。

　その４人をシグルドが殺したという事は、シュナイダーが死んだ今となっては、残る王位継承者候

補はシグルトとシルフィアの２人だけという事を意味する。

　『・・・な・・・貴方は何という事を・・・！！』

　『フン、シュナイダーを殺した貴様が、俺様の事を偉そうに言えるのか！？まあそんな事はどうで

もいい！！今しがた貴様はルクセリオ公国騎士団に降伏するなどと下らない事を抜かしよったが、

そんな事はこの俺様が認めんぞ！！』

　『馬鹿な、これ以上の戦闘継続は無意味です！！これ以上の無駄な血を流してどうするというの

ですか！？』

　『生き残った兵たちは補給を済ませ次第、総員直ちにルクセリオ公国騎士団の迎撃に向か

え！！この俺様も直々に出向き、奴らを１人残さず屠ってくれるわ！！』



　シルフィアとは全く真逆の命令を下すシグルドに、兵士たちの誰もが戸惑いの表情を隠せない

でいた。

　撤退しろと言われたと思ったら、今度は戦えなどと・・・しかも厄介な事に対極の命令を出した２人

が両者共に、正当な王位継承者候補なのだ。

　軍人にとって上からの命令は絶対・・・だが現場で戦う兵士たちにしてみれば、これでは一体どう

しろというのか。

　『お待ち下さい！！私はジークハルト殿に降伏を申し入れたのです！！それを・・・！！』

　『甘い甘い甘い！！貴様は甘過ぎるのだ！！勝てる戦争だというのに何故降伏などせねばなら

んのだ！？』

　『ゼルフィカール部隊は謀反し、核ミサイル部隊も壊滅、我が軍の残存戦力も７０％を切っていま

す！！そんな状況でルクセリオ公国騎士団に勝てる訳がありません！！』

　『だからこそ、この俺様が自ら戦うと言っているのだ！！この新型フレームアームのインペリアル

の力、ルクセリオ公国の豚共に思い知らせてくれるわ！！』

　モニター越しに言い争うシルフィアとシグルドだったのだが、そこへジークハルトが通信に割って

入ってきたのだった。

　何の迷いも無い力強い瞳で、モニター上のシルフィアとシグルドを睨み付けている。

　『貴様らは何を勘違いしている？貴様らが今更降伏しようがしまいが、私が貴様ら帝国を徹底的

に叩きのめす意思に変わりは無い。』

　『ジークハルト殿！！そんな・・・！！』

　『私とて一度は貴様ら帝国に、降伏勧告を送ったのだぞ・・・！！その結果がどうだ！？貴様ら帝

国は我々との戦争を継続したばかりか、民間人の少女までも捕らえて人質にし、挙句の果てに犯

そうとまでしたのだ！！』

　『それは・・・！！その件に関しては本当に申し訳無く思っています！！ですが！！』

　『シュナイダーが勝手にやった事だと言い訳するつもりか！？国の頂点に立つ者として、今更そ

んな言い訳が通用するとでも思っているのか！？それもこれも、貴様ら帝国の上層部の怠慢が招

いた結末だ！！』

　最早ジークハルトはシルフィアの言葉に、聞く耳を持つつもりは微塵も無かった。

　混乱状態に陥ったグランザム帝国に対して、一度は降伏勧告を送ったのだ。その降伏勧告の内

容も決して理不尽な代物ではなく、グランザム帝国を決して奴隷扱いしない、帝国の人々の人権

と尊厳を尊重した、最低限の配慮をした内容にしたつもりだ。

　それがどうだ。シュナイダーはそれを拒否し、戦争継続の意思を表明。それだけではなく民間人

のミハルまでも捕らえて人質にし、犯そうとまでしたのだ。

　ジークハルトにしてみれば、今更シルフィアが何を言おうが、シュナイダーの首を差し出そうが、

納得が行かないというのも仕方が無い事だろう。

　『あの日、ミハル・アレンが犯されそうになったあの時から、私は決意したのだ！！貴様ら帝国を

完膚なきまでに叩きのめすと！！最早醜い命乞いさえも聞き入れるつもりも無いとな！！』

　『お待ち下さいジークハルト殿！！私の首を差し出せというのであれば喜んで差し出しましょ

う！！それに貴方が望むのならば、私はどのような恥辱をも受け入れる覚悟です！！ですからどう

か！！どうか我が国の兵や民たちの命と尊厳だけはぁっ！！』

　『全部隊に告げる！！総員帝国の城下町へと突撃せよ！！私のパワードスーツ・ルクスも用意し

ろ！！貴様らの止めは私自身の手で直接刺してくれるわ！！』



　ジークハルトが一方的に通信を切った直後、ルクセリオ公国騎士団が一斉にグランザム帝国の

城下町に進軍を開始した。

　その様子をシオンが、歯軋りしながら見つめている。

　「陛下、一体何を・・・！！既に帝国軍に戦意は無いというのに、これではただの虐殺・・・！？」

　「シオン隊長おおおおおおおおおおおおおおおおっ！！」

　「ナナミか！？」

　そこへ駆けつけたナナミが、ペリルショットランチャーをシオンに向けて発砲した。

　慌ててそれをジャッジメント・シールドで受け止めるシオン。さらに追い打ちをかけるべく、ナナミ

がフレズヴェルクをエアバイク形態からフレームアーム形態へと変形させた。

　フレズヴェルクを身に纏ったナナミがテイルブレードを懐から取り出し、シオンに斬りかかる。

　「な・・・フレームアームに変形しただと！？」

　「死ね！！シオン隊長！！」

　「やめろナナミ！！僕に対しての恨み言なら、この戦いが終わった後に幾らでも聞いてやる！！

だけど今は君に構っていられる場合じゃ無いんだ！！」

　「私の事を捨てておいて、よくもまあ今更ノコノコとそんな事をぉっ！！」

　立て続けに繰り出されるナナミの斬撃をジャッジメント・シールドで受け止め続けるシオンだった

が、そこへアレキサンダーとのドッキングを解除したスティレットが割って入った。

　マナ・ホーリービームサーベルで、ナナミのテイルブレードを受け止める。

　「ステラ！！」

　「シオンさんに手出しはさせません！！」

　

　自分と鍔迫り合いをするスティレットを、ナナミが怒りの形相で睨みつけたのだった。

６．怒りと憎しみの連鎖

　ジークハルトがシルフィアの降伏を拒否した事で、先程まで戦闘行為を中止していたルクセリオ

公国騎士団が、一斉にグランザム帝国の城下町へと進軍を開始した。

　シルフィアとシグルド・・・２人の正当な王位継承者が全く異なる命令を下した上に、さらにはシル

フィアの降伏までも拒否された事で、帝国軍は完全に混乱状態に陥ってしまっていた。

　シオンの言う通り、既に帝国軍に戦意は無く、指揮系統が完全に乱れ・・・先程までの奮戦が嘘

のように、ルクセリオ公国騎士団の進撃を止める事が出来ずにいた。

　次から次へと、ルクセリオ公国騎士団に蹂躙される帝国兵たち。

　「・・・シオンさん。キサラギ曹長は私がここで食い止めます。シオンさんはルクセリオ公国騎士団

を止めて下さい。」

　「ステラ！？」

　「それに私は、キサラギ曹長からシオンさんを奪いました・・・それは事実です。だからその決着だ

けは、私自身の手でちゃんと付けないといけないんです。」

　ナナミを弾き飛ばしたスティレットが、マナ・ホーリービームライフルをナナミに向けて狙い撃つ。



　放たれたエネルギー弾を、ナナミがテイルブレードで次々と弾き返す。

　何の迷いも無い力強い瞳で、スティレットはナナミを見据えていた。

　「私なら大丈夫です。だからシオンさんは行って下さい。シオンさんとアレキサンダーなら、ルクセ

リオ公国騎士団の人たちを止められるはず・・・！！」

　「・・・分かった。絶対に死ぬんじゃないぞ、ステラ。」

　「はい！！」

　ここでスティレットと離れ離れになる事に対して、正直不安を隠せずにいたシオンだったのだが、

確かにスティレットの言う通りだ。

　ここまで来ると、最早ルクセリオ公国騎士団による大量虐殺だ。それを止められるのはシオンしか

いないのだ。

　それにスティレットとナナミの、シオンを巡っての女同士の確執・・・その決着だけは、この２人自

身の手で付けさせなければならないのだ。

　「・・・ナナミ。今の僕が君にこんな事を言うのは、筋が違うかもしれないけど・・・自分の命を粗末

に扱う事だけは絶対に許さないからな。」

　「シオン隊長・・・！！」

　

　大急ぎでルクセリオ公国騎士団の下に向かうシオンを、歯軋りしながら睨み付けるナナミ。

　そのナナミのシオンと自分に向けられる怒りや憎しみを、スティレットは全身で受け止めていた。

　スティレットは、ナナミから・・・いいや、ルクセリオ公国からシオンを奪った。どんな事情があろうと

もそれは紛れもない事実であって、決して言い逃れする事は出来ない。

　だからこそスティレットは、その事態を招いた当事者として・・・ナナミからシオンを奪った女性とし

て、シオンの恋人として・・・自らの手でナナミとの女同士の決着を付けなければならないのだ。

　

　「リーズヴェルト中尉！！貴方さえいなければぁっ！！」

　「キサラギ曹長！！貴方にシオンさんは渡さない！！」

　「この泥棒猫ぉっ！！」

　スティレットとナナミの死闘が繰り広げられる最中、シオンは大急ぎでルクセリオ公国騎士団の元

へと向かっていた。

　既にシュナイダーが死亡し、２人の正当な王位継承者同士による内乱騒ぎが収まらない最中、

グランザム帝国軍の指揮系統は大混乱状態に陥ってしまっている。

　そんな状況においてもルクセリオ公国騎士団は・・・そしてジークハルトは、全く情け容赦はしてく

れなかった。

　「陛下からのご命令だ！！総員帝国の城下町へと侵攻せよ！！邪魔立てする者たちは遠慮なく

殺せ！！」

　「う、うわあああああああああああああっ！！」　

　アルフレッドのビームマシンガンが、最早完全に戦意を無くしてしまった帝国兵たちに襲い掛

かったのだが。

　「もう止めろ！！これ以上の戦闘に何の意味があるって言うんだ！？」

　「な・・・シオンか！？」



　放たれたビームマシンガンを、シオンがジャッジメント・シールドで受け止めた。

　そのシオンの後ろ姿を、帝国兵が腰を抜かしながら見つめている。

　

　「早く城下町まで撤退しろ！！ここは僕が食い止める！！」

　「ひ、ひいいいいいいいいいいいいいいいい！！」

　かつての敵であるシオンが自分たちを守るという状況に戸惑いを隠せない帝国兵たちだったが、

それでも今はそんな事を気にしていられる場合ではない。

　慌てて城下町へと撤退していく帝国兵たち。その様子をアルフレッドが歯軋りしながら睨み付け

ていた。

　

　「シオン貴様ぁ、帝国兵を庇い立てするとは、一体どういう了見かぁっ！？」

　「アルフレッド大尉、見て分からないのですか！？既に彼らに戦意はありません！！これ以上の

戦闘行為はただの虐殺です！！」

　「だからどうした！？陛下からのご命令なのだぞ！！城下町を殲滅しろ、邪魔立てする者は遠慮

なく殺せとなぁっ！！」

　アルフレッドのビームマシンガンがシオンに襲い掛かったのだが、それをシオンはジャッジメント・

シールドで受け止めながら、迫り来るルクセリオ公国騎士団を一斉にロックオン。

　「それに戦意は無いとか降伏とか抜かしているが、現にあのシグルドという男は戦争継続の意思

を表明しているではないかぁっ！！」

　「それはきっと、アキトたちが何とかしてくれる・・・！！僕が今すべき事はそれまでの間、ここでル

クセリオ公国騎士団を止める事です！！」

　シオンのアレキサンダーから放たれたジャッジメント・レイが、一斉にルクセリオ公国騎士団たち

に降り注いだ。

　放たれた無数の緑色の光が、ルクセリオ公国騎士団の兵士たちの武器だけを精密に狙い、

粉々に打ち砕いて行く。

　

　「何いいいいいいいいいいいいいいっ！？」

　「どああああああああああああああああっ！？」

　かつて自分が所属していた軍の軍人たち・・・それをシオンは命を奪わずに武器だけを破壊し、

次々と的確に無力化していった。

　それはシオンの戦闘能力とヴァルファーレの超性能、そして強化外装ユニットのアレキサン

ダー・・・この３つが揃って初めて成し得る神技なのだ。

　抵抗する暇も無く一瞬にして武器を壊されてしまった兵士たちが、唖然とした表情でシオンの威

風堂々とした姿を見つめている。

　「おのれ、まだだ！！まだだぞシオン！！」

　「アルフレッド大尉！！もうこれ以上は！！」

　「私の妻と娘を奪った憎き帝国・・・！！その恨み、晴らさずにいられる物かぁっ！！」

　ジャッジメント・レイを辛うじて避けたアルフレッドが、これ以上シオンに部隊の損害を出させない

為に、ビームサーベルでシオンに襲い掛かる。

　だがそれでもパワードスーツ如きでは、最早ヴァルファーレを纏った今のシオンを止める事など



出来なかった。

　放たれたフェザーファンネルが全方位からアルフレッドに襲い掛かり、アルフレッドのパワード

スーツのブースタや武器だけを破壊していく。

　「ぐあああああああああああっ！！シオンんんんんんんんんっ！！」

　「アルフレッド大尉、貴方のお気持ちはお察し致します。僕も帝国にアルテナとセリスを殺された

のですから。ですがそれでも・・・いや、だからこそ、僕はルクセリオ公国騎士団を止めなければな

らないのです。」

　「がはあっ！！」

　地面に叩き付けられるアルフレッドを、シオンが何の迷いも無い力強い瞳で見据えていた。

　既にシルフィアがジークハルトに対して降伏の意思を表明しており、帝国兵たちも指揮系統が混

乱し完全に戦意を無くしてしまっている。

　この状況においても尚、グランザム帝国の城下町に侵攻するという事は、それはもう戦争などで

はない・・・ただの一方的な虐殺行為でしかないのだ。それだけは何としてでも止めなければなら

ないのだ。

　それによって生み出される新たなる怒りと憎しみによって、新たなる争いを起こさせない為に。

　例えそれによって、大恩あるジークハルトに完全に敵対する事になってしまったとしても。

　「シオン隊長おおおおおおおおおおおおおっ！！」

　「な・・・マチルダたちか！？」

　だがそれでもパワードスーツ・ツヴァイを身に纏ったマチルダ、リック、オスカルの３人だけは、シ

オンのジャッジメント・レイを避ける事が出来たようだ。

　マチルダのビームサーベルを、シオンがジャッジメント・シールドで受け止める。

　「もう止めろマチルダ！！君たちも！！」

　「んな事言われてもしゃーないでしょうが！！俺たちは軍人！！上からの命令は絶対！！アンタ

が俺たちを妨害するってんなら、そりゃあ排除するしかねえよ！！」

　「オスカル・・・！！くそっ！！」

　放たれるオスカルのビームマシンガンを上空に飛んで回避するシオンだったが、それをリックが

ビームランチャーで的確に狙い撃つ。

　それをジャッジメント・シールドで受け止めるシオンに、さらにマチルダがビームサーベルで追撃

を掛けてきた。

　慌ててそれをジャッジメント・ブレードで受け止めるシオン。

　「君たちの優秀さにはいつも助けられてきたが・・・まさか今度は、その君たちの脅威に晒される

事になるなんてな・・・！！」

　これもルクセリオ公国騎士団を裏切ってしまったが故に起きてしまった、皮肉な事態なのだが・・・

それでもシオンはここで引く訳にはいかないのだ。

　そのかつての上司と部下の激しい戦いの様子を、シルフィアとシグルドがモニター越しに見つめ

ていた。

　今はシオンがルクセリオ公国騎士団を抑えてくれている。その間に今シルフィアがするべき事は、

この愚かな内輪揉めによる内乱を押さえる事だ。

　この状況でも尚、自分と同じく王位継承権を持つシグルドが、戦争継続の意思を表明している。



それを何としてでも抑えなければならないのだ。　

　『フン！！のこのこやって来たアルザード大尉も、この俺様が直々にぶっ殺してくれるわ！！ヴァ

ルファーレ如き軟弱なフレームアームが究極最強とは笑わせる！！この俺様のインペリアルこそ

が究極最強のフレームアームなのだ！！』

　「シグルド兄様！！貴方はこの期に及んでも尚、兵たちに戦争をさせるおつもりなのですか！？

貴方はアルザード大尉が私たちを命懸けで守ってくれている事の意味を、理解して下さらないの

ですか！？」

　『いつまでもキャーキャーうるさい女だ！！貴様がジークハルトに降伏などするから、兵たちが無

駄に混乱するのではないか！！』

　「何を馬鹿な事を！！いたずらに戦火を拡大させようとしているのは、シグルド兄様の方ではな

いですか！！」

　このままではラチがあかない・・・そう考えたシグルドは、先にシルフィアを抹殺する事にした。

　そもそも自分と同じ正当な王位継承権を持つシルフィアが、自分と対極の命令を兵たちに出す

から、こんな事になってしまったのではないのか。

　ならばシオンやジークハルトよりも先にシルフィアを抹殺し、自分が新たな皇帝となる事で、混乱

する兵たちを纏め上げれば済むだけの話だ。

　『・・・今、アルザード大尉がルクセリオ公国騎士団を抑えている・・・シルフィア！！この好機を俺

様はむざむざと逃すつもりは無いぞ！！今の内に貴様をこの手でぶっ殺してやる！！』

　「シグルド兄様・・・！！」

　『そしてこの俺様が新皇帝となり、アルザード大尉もジークハルトもぶっ殺してくれるわ！！』

　高々と宣言するシグルドの姿に歯軋りするシルフィアだったのだが、その時だ。

　

　『貴方たちねえ、さっきから黙って聞いていれば何を言い出すかと思えば・・・！！この状況で内

輪揉めとか、本当に馬鹿じゃないの！？』

　「な・・・貴方は・・・！！」

　突然カリンが、シルフィアとシグルドに通信を送ってきたのだった。

　

７．それぞれの決戦

　「貴方たちがこの状況で今するべき事は、城下町の人々を避難させる事でしょう！？それに兵た

ちの指揮系統はどうなってるの！？ここは全軍城下町へと下がらせて態勢を立て直すべきよ！！

どうしてそれが分からないのよ！？」

　リアナの手を借りて立ち上がったカリンが、この状況においても冷静さを失わず、シルフィアとシ

グルドに的確な指示を送っていた。

　と言うよりもカリンはシルフィアとシグルドの醜い内輪揉めを目の当たりにして、この状況でそんな

事をしていられる場合なのかと、心底呆れ果てていた。

　最早シュナイダーがシルフィアに殺された事など、正直どうでもいい。シュナイダーは自分に借

金の債務が本来存在しない事を知っていながら、自分を利用する為に今までずっと騙し続けてい

たのだから。



　それに今までのシュナイダーの愚行を考えれば、シルフィアに殺されても仕方が無いと言えるだ

ろう。それはカリンも充分に理解していた。

　だがカリンが我慢ならないのは、ルクセリオ公国騎士団が迫っているこの状況においても、残さ

れた正当な王位継承者同士の主張が真っ向から対立し、兵たちを無駄に混乱させてしまっている

という事だ。

　降伏を主張するシルフィアと、徹底抗戦を主張するシグルド。これでは兵たちは一体どうすれば

いいというのか。兵たちの誰もが「どちらかに統一してくれ」と、心の底から思っているはずだ。

　

　『フン、ラザフォード中尉か。貴様が生きていてくれた事、誠に僥倖（ぎょうこう）の極みだ。』

　

　そんなカリンの威風堂々とした姿を目の当たりにしたシグルドが、とても嬉しそうな表情をしたの

だが。

　『貴様らに皇帝としての最初の命令を下す！！貴様らゼルフィカール部隊は城下町に戻り補給

を済ませ、アルザード大尉とルクセリオ公国騎士団の豚共を直ちにぶっ殺すのだ！！』

　「冗談じゃないわ。お断りよ。」

　『な・・・貴様・・・！？』

　シグルドの一方的な命令を、カリンは情け容赦なく突っぱねたのだった。

　「シュナイダーも本当にどうしようもない馬鹿だったけど、貴方もシュナイダー以上に本当にどうし

ようもない馬鹿よ！！貴方に比べればシルフィアの方が遥かにマシだわ！！」

　何とかして戦争を止めようと、己の命を懸けてでも平和的な解決を図ろうとするシルフィア。

　もしシュナイダーではなく、彼女が新皇帝となってくれていたら・・・カリンは心の底からそう思う。

　一度はジークハルトも降伏勧告を送ってきたのだ。シルフィアならばきっとそれを快く受け入れて、

兵たちを無駄に死なせる事も無かったのではないか。そして１０年続いたこの戦争も、きっと終わり

を迎えていたに違いない。

　それに対してシグルドはどうだ。この状況においても愚かにも徹底抗戦を主張するばかりか、

ジークハルトへの挑発まで行い、シルフィアが停戦にまで持ち込みかけていた流れを台無しにし

てしまったのだ。

　ジークハルトは最初から降伏を受け入れるつもりは無いなどと主張していたが、それでもジーク

ハルトとて思慮深い男だ。シグルドの愚かな乱入さえ無ければ、ルクセリオ公国騎士団に城下町

への総攻撃など命じなかったのではないのか。

　シルフィアとシグルド・・・どちらの味方になるべきなのか。カリンの瞳に一片の迷いも無かった。

　今、シオンがルクセリオ公国騎士団を必死に抑えてくれている。だからこそ今のカリンがするべき

事は、シグルドの魔の手からシルフィアを全力で守る事だ。

　「・・・皆。聞いてくれる？リアナが私たちカリン隊の帝国軍からの脱退を表明した今、私たちはもう

グランザム帝国軍じゃないわ。だからこれは隊長としての命令ではなく、１人の女の子としての私か

らの皆へのお願いよ。」

　カリンがとても穏やかな表情で、ゼルフィカール部隊の少女たちをじっ・・・と見据える。

　彼女たちは皆、今回の戦闘でアイラ率いるスティレット・ダガー部隊に敗北したとはいえ、これま



で本当によく戦ってくれた。自分なんかの為に本当によく尽くしてくれた。

　カリンがこれまで戦ってこられたのは、間違いなく彼女たちが傍にいてくれたからこそだ。

　その感謝の気持ちも込めながら・・・カリンはリアナたちに「命令では」なく「お願い」をした。

　「これから私はシルフィアを守る為に城に戻り、シグルドと戦うわ。だけどシュナイダーが死に、ル

クセリオ公国騎士団が迫っている今、城下町は大混乱状態になってると思う。それにシグルドが

雇った私兵たちが、シルフィアの命を狙っている可能性も否定出来ないわ。」

　「カリンちゃん・・・。」

　「だから皆には私がシグルドと戦っている間に、城下町の防衛と人々の避難誘導、そしてシグル

ドの私兵たちがいるなら排除をお願いしたいの。勿論これは強制じゃな・・・」

　「何言ってるのカリンちゃん。そんなの快く引き受けるに決まってるでしょ？」

　カリンの両手を優しく両手で包み込んだリアナが、とても穏やかな笑顔でカリンに告げた。

　いや、リアナだけではない。ゼルフィカール部隊の少女たち全員が、誰もがカリンの事を笑顔で

見つめている。

　リアナたちも同じだ。今までカリンと共に戦場を駆け抜けてきたのは、シュナイダーの命令があっ

たからではない。カリンが一緒だったからこそ、リアナたちは今まで命懸けで戦ってきたのだ。

　だからこそ、もうグランザム帝国軍の一員じゃないとか、シュナイダーが死んだとか、そんな事はリ

アナたちにとっては最早どうでもいい話なのだ。

　カリンの為に戦う・・・リアナたちの想いは今も、そしてこれからも、ただそれだけだ。

　「水臭いぜカリン。もっとアタシらを頼れってんだよ。」

　「私も及ばずながら、尽力させて頂きますわ。」

　「私も！！」

　「ボクも！！」

　その彼女たちの何の迷いも無い力強い瞳を見せつけられたカリンが、目を潤ませながら感謝の

言葉を伝えたのだった。

　「・・・ありがとう・・・皆・・・！！」

　カリンたちが全速力で帝国の城下町へと戻る最中、シオンはマチルダ、オスカル、リックの３人と

死闘を繰り広げていた。

　シオンもカリンと同じ想いだ。この１０年にも渡る戦争を終わらせる為にも、シルフィアだけは何と

してでも守らなければならないと・・・その決意を胸に秘めていた。

　カリンらゼルフィカール部隊が、シルフィアを守る為に城下町に全速力で帰還しているという事は、

シオンもアリューシャからの通信で把握している。

　だからこそ今のシオンがするべき事は、マチルダたちにカリンたちの邪魔をさせない事だ。

　「シオン隊長、アンタが悪いんですぜ！！アンタが帝国の連中を守ろうとするから、俺たちもこう

してアンタと戦うしかなくなっちまったんだ！！」

　リックのビームランチャーが的確にシオンに襲い掛かるが、それをシオンはジャッジメント・シール

ドで受け止め続ける。

　そこへオスカルが背後に回り込み、ビームサーベルでアレキサンダーを破壊しようとするが、い

つの間にかオスカルの周囲をフェザーファンネルが取り囲んでいた。



　「んなっ・・・どあああああああああああああああっ！？」

　オスカルに振り向きもせずに、シオンがフェザーファンネルを一斉掃射。

　放たれた緑色のビームが、オスカルの武器やブースターだけを的確に破壊したのだった。

　地上に向けて、力無く落下していくオスカル。

　「・・・は、ははは・・・俺の動きを完全に読んでやがったのか・・・シオン隊長、やっぱアンタ凄ぇ

わ・・・。」

　「オスカル・・・ぬうっ！！」

　さらにシオンのマナ・ハイパービームライフルが、リックのビームランチャーを撃ち抜いた。

　体勢を崩しながらも、懐からビームサーベルを取り出すリックだったのだが・・・一瞬目を離した隙

に、いつの間にかシオンが目の前のアレキサンダーからいなくなっていた。

　「は・・・！？」

　「相変わらず懐が甘いぞ！！リック！！」

　「くそっ、シオン隊長おおおおおおおおおおおおっ！！」

　そしていつの間にか背後に回り込んでいたシオンが、リックにビームサーベルを振るう暇さえも与

えずに、マナ・ハイパービームサーベルでリックのビームサーベルを弾き飛ばす。

　それでもビームハンドガンを取り出そうとするリックだったが、そこへ無人のアレキサンダーから放

たれたジャッジメント・レイが、リックに直撃したのだった。

　全く予想もしなかった一撃・・・リックは全く反応出来ずに吹っ飛ばされてしまう。

　「馬鹿な、脳波であの支援装備の遠隔操作を・・・！？ぐああああああああああああっ！！」

　「はあああああああああああああああああああああっ！！」

　なおもマチルダが、ビームサーベルでシオンに斬りかかった。

　それをマナ・ハイパービームサーベルで受け止めるシオン。

　互いの剣が何度も交錯し、２人の間に無数の糸状の閃光が走る。

　「どうしてなんですかシオン隊長！！どうしてまた私の前に姿を現したんですか！？」

　「マチルダ・・・！！」

　「貴方の事を必死に忘れようとしたのに、それなのに貴方はこうしてまた私の前に現れて！！こ

れじゃあ貴方の事を諦めたくても、諦め切れないじゃないですかぁっ！！」

　

　慌てて上空に飛んで逃げたシオンに、マチルダが物凄い勢いで追撃を仕掛けた。

　そんなマチルダをフェザーファンネルで迎撃するシオンだったが、それをマチルダは的確に避

けまくる。

　

　「そんな物で、この私を倒せるとでもぉっ！！」

　「くっ・・・！！」

　遂にシオンを捉えたマチルダが、シオンの身体をぎゅっと抱き締めたのだが。

　「捕まえた！！これでもうファンネルは使えないでしょう！？シオン隊長！！」

　「甘いぞ、マチルダ！！」



　「な・・・！？きゃあああああああああああああああああっ！！」

　それでも超精密の精度で繰り出されたフェザーファンネルによる一撃が、マチルダの武器や

ブースターだけを的確に破壊したのだった。

　これだけマチルダに身体を密着されても尚、シオンやマチルダの身体に、かすり傷１つ付ける事

無く・・・これはもう神技だとしか言いようがない。

　「シオン隊長おおおおおおおおおおおおおおおっ！！」

　力無く地上に落下するマチルダは、必死にシオンに手を伸ばすが・・・それでも今のシオンの

コーネリア共和国軍大尉という立場が、マチルダに手を差し伸べる事を許さなかった。

　悲しみの表情で、地上に落下するマチルダを見つめるシオン。

　そんなシオンの姿を、マチルダが涙を流しながら見つめていたのだが。

　「済まない、マチルダ。君の気持に応えてやれなくて・・・。」

　マチルダに詫びながら、シオンがアレキサンダーと再びドッキングし、カリンやアーキテクトたちを

援護する為に帝国の城下町へと向かおうとしたのだが。

　そこへヴァルファーレから放たれた警告音と共に、アレキサンダーに向けて凄まじい威力のエネ

ルギー波が放たれた。

　「な・・・！？うああああああああああっ！！」

　直撃を受けたアレキサンダーが推力を失い、煙を出しながら力無く地上へと落下していく。

　慌ててアレキサンダーとのドッキングを解除したシオンの背後で、アレキサンダーが派手に地上

へと墜落したのだった。

　マナ・ハイパービームサーベルを懐から取り出し、シオンは厳しい表情で、エネルギー波を放っ

た人物を見据える。

　「やはり私の前に立ちはだかるのはお前か。シオン。」

　「陛下・・・！！」

　シオンの目の前にいたのは、ルクセリオ公国騎士団がジークハルト専用装備として作り出した新

型・・・パワードスーツ・ルクスを身に纏ったジークハルトの姿だった。

　両手に抱えた大型のハイパーメガバズーカランチャーを地上に投げ捨てたジークハルトが、懐

からハイパービームサーベルを取り出しシオンを睨み付ける。

　「我が覇道、邪魔立てするというのであれば、貴様とて容赦はせんぞぉっ！！」

　

　その様子をエミリアがモニター越しに、厳しい表情で見つめていた。

　アレキサンダーを軽々と貫いた、あのパワードスーツ・ルクスのパワー・・・あれは尋常ではない。

　火力だけなら、間違いなくヴァルファーレさえも凌駕する代物だろう。それを見せつけられたエミ

リアが遂に決断し、立ち上がった。

　「・・・ジャクソン。私のイクシオンを大至急用意して貰えますか？」

　『おいおい、まさかアンタ自らが戦場に出るって言うのかよ！？エミリア様！！』

　エミリア出陣・・・その一報は城下町において、シグルドの私兵たちと交戦しているアーキテクトた



ちにも届けられた。

　人々が泣き叫びながら必死に逃げ惑う最中、両陣営のエネルギー弾が城下町を乱れ舞う。

　「まさか、エミリア様自らがご出陣を・・・！？」

　「て言うか帝国軍の兵士たちは何やってんのよ！？この状況で何で誰も人々の避難誘導をしな

い訳！？」

　マテリアと共に物陰に隠れながら、放たれたビームマシンガンをやり過ごす迅雷。

　彼らは帝国軍の正規の軍人ではない。シグルドに金で雇われた傭兵集団なのだ。

　どこの国にも属さず、金さえ貰えばどんな敵とも戦う・・・一見ただのチンピラにしか見えないが、

それでも彼らは正真正銘、戦闘のプロ・・・戦いが生活の一部になっている者たちだ。その実力は

アーキテクトたちと言えども、決して侮る事は出来ない。

　彼らはシグルドの命令で、城下町にやってきたアーキテクトたちの迎撃に来たのだ。

　城下町や人々に被害が出る事などお構いなしに・・・これもまたシグルドという男の傲慢さを表し

ているとも言えるだろう。

　「こんな状況だ。帝国軍の指揮系統が全く機能しなくなるのも無理も無いだろう。」

　「ぐはあっ！！」

　迅雷をスナイパーライフルで狙撃しようとしたシグルドの私兵の左胸を、アーキテクトが情け容赦

なくガンブレードランスで貫いた。

　そのアーキテクトを狙い撃とうとするシグルドの私兵たちを、轟雷がマナ・ビームセレクターライフ

ルで次々と迎撃する。　

　

　「しかし私たち４人だけでは多勢に無勢か・・・ここまでやって来たのはいいが、これではシルフィ

アを守るどころか、逆にこちらがジリ貧だ。」

　「しかも逃げ惑う市民を守りながら戦わないといけないですしね・・・！！シオンも足止め食らって

るし、せめてもう少し援軍があれば心強いんだけど・・・！！」

　歯軋りする轟雷に向けてビームマシンガンが放たれるが、そこへ颯爽と現れたカリンがビーム

シールドでエネルギー弾を受け止め、轟雷を守った。

　いや、カリンだけではない。リアナたちも駆け付け、アーキテクトたちを援護する。

　「ちょ・・・！？」

　「話はアリューシャから聞いているでしょう！？オラトリオ少佐、リアナたちの指揮は貴方に任せた

わ！！私は今からシルフィアを助けに行く！！」

　轟雷が何か言おうとする暇も無く、カリンが城へと飛んで行ってしまったのだった。

　そんなカリンを狙い撃とうとするシグルドの私兵を、リアナのビームマグナムが容赦なく貫く。

　

　「よし、現時刻をもってゼルフィカール部隊は私の指揮下に入れ！！いいな！！」

　「「「「「「「「「イエス、マム！！」」」」」」」」」

　アーキテクトたちの援護を受けながら、カリンは真っすぐにシルフィアの下へと向かっていく。

　だがシルフィアはシグルドに追われている内に、いつの間にか城の広場まで追い詰められてし

まっていた。



　ビームランスをシルフィアに突き付けながら、シグルドがゆっくりとシルフィアに歩み寄る。

　そんなシルフィアを守ろうと、帝国軍の兵士たちがシグルドの前に立ち塞がった。

　「観念するのだなシルフィア！！貴様もここで終わりだ！！最期に何か言い残す事はあれば聞

いてやるぞ！？」

　「いいえ、私は今ここで死ぬ訳にはいきません。私を慕ってくれている多くの人々の為にも、そし

て私を守ろうとしてくれているカリンの為にも。」

　「まさに笑止！！この期に及んでラザフォード中尉を頼るか！！己の身さえも満足に守れん軟弱

者如きが、皇帝を名乗るなど片腹痛いわ！！」

　帝国兵たちが必死にビームマシンガンを放つが、それでもシグルドが身に纏う新型フレームアー

ム・・・インペリアルには傷１つ付けられない。

　そのインペリアルのあまりの凄まじい防御力の前に、帝国兵たちは絶望を隠せない。

　最早彼らが身に纏っているパワードスーツ如きでは、到底敵う相手では無かった。

　「ルクセリオ公国騎士団が開発した最新鋭の武装、パワードスーツか・・・それを鹵獲してみせた

シュナイダーの手腕は見事だが、しかしこのインペリアルの前では紙屑も同然よ！！」

　「怯むな！！せめてラザフォード中尉が駆け付けるまで、我々が時間稼ぎを・・・！！」

　「馬鹿め！！貴様ら雑魚共では時間稼ぎにすらならんわぁっ！！」

　「「「「「「「ぐああああああああああああああああっ！！」」」」」」」

　ガンシールドから放たれた無数のエネルギー弾が、情け容赦なく帝国兵たちを吹っ飛ばした。

　全員が壁に叩き付けられ、力無くうめいている。

　「うっ・・・がはっ・・・！！」

　「ほう、全員生き残ったか！！さすがはパワードスーツといった所か！！だが所詮はここまでだ

な！！最早貴様を守れる者など誰もいないぞ、シルフィア！！」

　「シ、シルフィア様・・・お逃げ・・・下さい・・・！！」

　「最早下らん問答は無用！！死ね！！シルフィアぁっ！！」

　シグルドがシルフィアにビームランスを振り下ろすが・・・そこへ上空から颯爽と現れたカリンが、

ビームサーベルでシグルドのビームランスを受け止めた。

　慌てて間合いを離したシグルドに、さらにカリンがビームガトリングガンで追撃を掛ける。

　それをガンシールドで何とか受け止めるシグルド。

　「何いいいいいいいいいいいいいいいっ！？」

　「待たせたわね、シルフィア！！」

　「・・・あああ・・・カリン・・・！！」

　目から大粒の涙を流しながら、とても嬉しそうにカリンの後姿を見つめるシルフィア。

　皇女としてこれまで毅然とした態度を振る舞ってはいたが、それでも本心ではシグルドに命を狙

われ、とても恐ろしくて怖かったのだ。

　カリンに助けられた事で、その緊張の糸が一気にほどけてしまったのだろう。すっかり安心して腰

を抜かしてしまったシルフィアを、シグルドが汚物を見るような目で睨み付けている。

　「ラザフォード中尉！！貴様、やはりこの俺様ではなくシルフィアを選ぶか！？こんな戦場で腰

を抜かすような軟弱な女如きが、この俺様よりも皇帝として相応しいなどと・・・貴様は本気でそう



思っているのかぁっ！？」

　「当たり前よ！！言ったでしょう！？貴方よりもシルフィアの方が遥かにマシだってね！！」

　「よかろう・・・この俺様の下に付かなかった事、後悔しながら死ぬがいいわぁっ！！」

　シオン　ＶＳ　ジークハルト

　スティレット　ＶＳ　ナナミ

　カリン　ＶＳ　シグルド

　それぞれの決戦が今、このグランザム帝国において繰り広げられようとしていた。


